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 海外情報

新型コロナウイルス感染症関連の情報

調査情報部

欧　州

（令和３年５月17日付）
欧州委員会、コロナ禍における生産者への支援措置延長を採択（EU）

　欧州委員会は５月４日、コロナ禍の規制下における共通農業政策（CAP）の補助金支払いに

対応するため、関係当局および生産者の行政手続負担の軽減を目的とした支援措置（注１）を2021

年末まで延長することを採択した。欧州委員会は、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）

の発生以来、既存の民間在庫補助（注２）の活用に加え、生産者および中小事業者向けの補助（注３）

など、さまざまな対策を講じている。2020年末で終了とされていた同支援措置は、今回の採択

により2021年１月にさかのぼって適用されることとなった。

　同支援措置では、CAPに基づく農地への立ち入り検査に際し、衛星写真や経度・緯度の位置

情報が埋め込まれた写真などを新たに証拠書類として利用できることで、立ち入り検査時の生産

者と検査官の物理的な接触を最小限に抑えることとしている。また、同支援措置には、加盟各国

においてCOVID-19による移動制限が解除されるまで立ち入り検査の延期が可能となる柔軟な

対応も盛り込まれている。さらに、直接支払い、農村開発、果物・野菜・ワイン・オリーブオイ

ル・養蜂分野の市場支援事業に関する物理的な立ち入り検査についても回数が削減される。
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　調査情報部では世界的な新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、各国政府の対応など需
給に影響を与えるタイムリーな情報を、海外情報としてホームページで随時掲載しております。
（掲載URL：https://www.alic.go.jp/topics/index_abr_2021.html）
　ここでは、前月号までにご紹介したもの以降、５月末までに掲載したものをまとめて紹介
いたします。
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（注１）　海外情報「欧州委員会、追加支援措置を採択。新型コロナウイルスの影響下にある生産者のキャッシュフローの改善など」（https://
www.alic.go.jp/chosa-c/joho01_002681.html）

（注２）　海外情報「欧州委員会、新型コロナウイルスの追加対策を採択。乳製品、牛肉などの民間在庫補助（PSA）を５月７日から。チー
ズは最大10万トン市場隔離へ」（https://www.alic.go.jp/chosa-c/joho01_002692.html）

（注３）　海外情報「EU理事会、生産者および中小事業者向け新型コロナウイルス感染症追加支援措置を採択」（https://www.alic.go.jp/
chosa-c/joho01_002741.html」

 【調査情報部　小林　智也】

オセアニア

（令和３年５月10日付）
トランス・タスマン・バブルによる酪農業界の労働力確保の取り組み（豪州・NZ）

　豪州とニュージーランド（NZ）両国の間では、４月19日から開始されたトランス・タスマン・

バブル（Trans‒Tasman bubble）と呼ばれる取り組みが開始された。これをめぐって、両国

の酪農業界ではさまざまな反応がある。

　トランス・タスマン・バブルとは、タスマン海を挟んだ豪州・NZ両国間で、航空機内でのマスク

の着用や行動追跡アプリのダウンロードなどを条件に、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）

の検疫隔離を免除して人の往来を認めるという二国間合意である。ただし、４月23日に西オー

ストラリア（WA）州パースでCOVID-19の市中感染者２名が確認され、パース都市圏を中心に

同月24～27日までロックダウンが実施されたことから、この間は、NZとWA州間の移動に再び

制限が設けられるなど、COVID-19の感染状況に応じて弾力的に運用されている。

　豪州の酪農業界団体であるデイリー・オーストラリアによると、豪州酪農業界にとって喫緊の

課題は酪農家戸数の維持と労働力の確保であるが、特に昨年来のCOVID-19による国境封鎖に

より、これまで豪州国内の一次産業等に多く従事していたワーキングホリデーや語学留学の学生

などが帰国したことなどから、労働力不足に拍車がかかっているとしている。

　COVID-19の影響を完全に捉えているものではないが、2019/20年度（７月～翌６月）にお

ける豪州の酪農関連産業従事者数は、前年度に比べて2700人減少（前年度比５.8%減）してい

る（表１）。

　一方、NZの酪農関連産業の従事者数は、農場従事者数が３万409人（前年度比10.6%減）と

減少したのに対し、加工・卸部門の従事者数が１万9508人（同62.6%増）と増加したことから、

全体で４万9917人（同8.5%増）と増加している（表２）。

年度 2018/19 2019/20 増減（％）

酪農関連産業従事者数 46,200 人 43,500 人 ▲ 5.8

うち農場従事者数 24,400 人 23,200 人 ▲ 4.9

うち加工部門従事者数 21,800 人 20,300 人 ▲ 6.9

酪農家数 5,213 戸 5,055 戸 ▲ 3.0

表１　豪州酪農業界における労働者数等

資料：Dairy Australia
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年度 2018/19 2019/20 増減（％）

酪農関連産業従事者数 46,000 人 49,917 人 8.5

うち農場従事者数 34,000 人 30,409 人 ▲ 10.6

うち加工・卸部門従事者数 12,000 人 19,508 人 62.6

酪農家数 7,967 戸 7,865 戸 ▲ 1.3

表２　NZ酪農業界における労働者数等

資料：Dairy NZ

　デイリー・オーストラリアへの聞き取りによると、豪州およびNZの酪農現場では、通常、季

節労働者を雇用しているが、コロナ禍において、両国とも人手不足に拍車がかかっているとのこ

とであり、特に豪州においてはその傾向が顕著であることが分かる。そこで、一般的に賃金水準

が高い豪州側においては、トランス・タスマン・バブルを活用し、NZの労働者を呼び込もうと

する動きが加速している（表３）。

豪州 NZ

農場経営者 66,000AUD 65,000NZD

（日本円換算） 5,676,000 円 5,135,000 円

農場従事者 56,000AUD 46,000NZD

（日本円換算） 4,816,000 円 3,634,000 円

表３　豪州とNZの酪農現場における年間平均賃金水準

資料：Pay Scale
　注：１AUD＝86円、１NZD＝79円で換算（2021年３月末TTS相場）

　例えば、豪州の人材紹介会社では、このトランス・タスマン・バブルを契機に、NZからの労

働力を取り込むべく、無料航空券や紹介先での高額な賃金、福利厚生を提示するなどのキャンペー

ンを強化している。

　このような豪州側の動きに対し、NZの酪農団体であるデイリーNZは強い危機感を抱き、NZ

の酪農家に向けて可能な限り現在のスタッフを維持・確保するようにとメッセージを送っている。

　NZでは従来より、デイリーNZと農業団体の農民連合（Federated Farmers）が共同で、優

れた人材管理のための五つの柱からなる酪農現場における職場行動計画（Workplace Action 

Plan）を策定し、農場のパフォーマンスを向上させる取り組みを行っており、今後、労働者にとっ

ての魅力的な職場環境の提供を通じた当動力の確保をさらに強めていくものとみられる（図１）。

　当面のところ、両国以外からの外国人労働者の確保は困難とされるため、両国の酪農業界の間

での人材確保に向けた駆け引きが繰り広げられそうである。

 【国際調査グループ】

図１　優れた人材管理のための五つの柱

　１．バランスのとれた生産的な業務時間
　２．正当な報酬
　３．健康、安全、幸福
　４．効果的なチーム文化
　５．やりがいのある仕事




